
十

2022年

4月 第 1.21i趨の主目礼拝説教要約
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「 べタニアの宴で 」
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F離の権限で ?」

衣笠病院教会 牧師 富原晃―郎



説 数 《ベタニアの纂て
｀
》

上まれて8日 がたって制4し 静曖詳ナたイェスは、3θ 歳静1地 ぎてヨ′ヽネ

か ら洗れを波かり、すら|(3年えらず機 :(は 、ベタニアの寡で、亀身の北

期に備え、嬌輝書争管 ら″kま す。メ(′
`｀

こ管′島械、響慣 と
｀
おりの元機 11で

｀
ぼな

く、滅だ上宙 lt。 ど'れ もこれも日1奪代のダヤ亀族の人生|(械 ふ姜なこと

ばかりで
｀
した。イエスはこの纂の構ヨ(進行されたこときもって、鞠自身

の準 りの準備がた 7ヒ たことを春 |ザ 歳す。

ところがそこで
｀
、黒璃のドタバタが上ビます。イエスのため|(春 l巌 参

塗ったりo性 のオお勤争、闘民量力なする人物がりLわ れます。力たこそ、綺理弊者のイ

スカリオ子のユグて'こ た。高極な春油争姜れ流 ヒltす るとは、けとつ`ら

んと怒声争淋びゼます。春,書 {1キ性の私有効です0｀ ら、どう夜おうとそ

の人の角もの11ず です。なの|(ユ ダはその行動れ挙めるので
｀
す。ムダ使

ヽ`轡するくらヽ`なら、売って、、そのお金ギ、戯窮な人々き教藩すべきで
｀
あ

ると。赫颯」もとより鳥働なもの:(ぼ 露デ熱 く、たとえ奪ヽ`とってで
｀
も肴

有 したヽ`と思っていたのかもヒれません。本ぶき換魔化すために、とっ

オ|(罐 ltも な
いヽ

社`会本仕を,た ったのです。燕人 11ヽ つ`の時代 ltも 、黒

垢の化人 |(準 をつ`」tヤ ることて
｀
亀分の地奥や燕億デ聰 ヒ颯せる、とヽ`う

誤ったイ書会争もつもので
｀
す。

権会奉仕なら、イエスが潤囲の人々に、昭驚1、 多くの模範を春ヒ統 |サ て

きたことであり李史、みjも 争亮警 してで
｀
も瞬鶯することて

｀
はなヽ`厳ずて

｀

す。一方、ユグは、諸気争驚げることで
｀
、会て1鶯撃ヒ通ゼるとイ言ビてヽ`た

のです。恙鶯 |ま 聰 ヒ聰ゼる、偽暮械紋 fれ
'る

、ヽ や`、自分で
｀
自分を許すの

だ、何が燕い。そうです、とダはこの時、神の驚が考の場で
｀
剣々と咸就 ヒ

つつあっノ〔ことな
｀
ど
｀
撮る為もなく、ホ咸行動 lξ 敵 してヽ`たのです。彼の

十ヘサタンデム入りしてヽ`ノtね ととして。ヽ`つの時代 |(も 、よく几う` |ナ

もタィプの人輔で
｀
す。2θ θθ年前 iこ 解決 ヒノ〔貧運ではなrも のです。

ヒや`と、ぼうゞ縄ころうともイ申の輩 {資 戌就 ヒます。人の手静とおしてて

も。殺すことも、崚た、上う`すことも。fウ のともべと′なるのう`、サタンの

手下となるのう`、人はそのため11機.う とかなヽ`のでしょうか。

そ才tで
｀
も神の構争姑げることはて

｀
きまゼん。雄が群れの中 :こ まぎね為

んで キヽても、範く|(ヽ て`も、逹く11ヽ て`も。

fて 、その次、彎の時にはウザロも岡席 ヒてヽ`′(こ とな鳥れて|ま なり

までん。その家が、もともと、マルタ、マリアと共にラザ9う 住ヾんで
｀
ヽ`た



ベタニアの家で
｀
あること械、ほぼ、聞i亀 ヽ`ありまゼん。

戯撃されたことの春てが付會奮蛛 してヽ`るのう`は、ラザリの働ttも 手

畷な藤、1糞 あったで
｀
しょう。ただ、イェス|(新 とヽ 今ヽ争ヽヽただヽヽた薇の働

ltぼ 懲事な説くユダの言磐嶽f、 すぞかヒ度 とヽ 響`ききもって費けとめら

れノ(で
｀
ありまヒよう。イエスが今と向き春う態度と、偽暮者の議群摯は、春

く具賞のもので
｀
あること11畷 らかで

｀
した。

説 牧 《維の権雄で
｀
?》

誉ネぼ神の被邁副吻て
｀
ある、とヽヽっても、それな潮鵬嘴する指 (1な く、神

話の誉率の出永事にとと
｀`
まり妻す。ただ、その壼率の壼り上の織 り子が

こともあろう11被豊物で
｀
ある人間の騰内う`ら子イ共の姿辞して生まれ、人

間として(=1波逢物のままの姿で)せ ltム るとなると、このストーリー (1

閾域い な`く索象一般からは亀脱 ヒメ〔スト… )リ ーとなります。賞|(神 11使

縫パウ響のユ會ど
｀
おりlt、 人の子の姿浄とり、「憑う` ltも 、神自ら賞数の

'輩 争買って戯た」のです。梅宗教の■く、神話の世界にとど
｀
まり統ける

ので
｀
はなく。

ただ、イ十話嗜`ら亀脱 した特くの子)の 、受の轟犠う`らくる神の構は、地

上で
｀
械 F不 選議な謀場 としてとらえられ、物議争醸 ヒます。λゼろ、その

不思畿な輩争几ヤノξら備 ビてやる。ユダヤ人たち械、具曹餞十 itィ ェス

|(ぶ めたので
｀
す。で

｀
械、彼 らがイエスの何争「億 ビてやる」とヽ`うので

｀

しよう?り締そ`れ1飼奪仲 とは糧麒い 何`かです。イヤキリストにとって11

会 く黒億蛛な人間の奥蛛ネイ上の物几邊島で
｀
こう`あり麟ゼん.た だ、信イ

`F
と1壼 そうヽ`うものだと「稽 ごてヽ`る」人々|こ とって11、 今 も廿 も「雄れ

=‐観九」で満え してヽ`るのと同ビで
｀
す。

遺しヽ`こと|て
~せ紀のユダヤ人のイ‡仲 と11、 そうヽ`うレベル|(浚 て整

誰ヒてヽ`たので
｀
す。選い 誉`、婆りを夫わしたオヤと人の関係は、既に地 |(雄

ちノtも 同然で
｀
した。

彼 らの強譲 ヒた信仲を、子孫がそのまま費け饉 くことが職難な
｀
惜汎に

「)懲 ると、今度はそこから切 り雛された象泰上験が数リナきすることとな

り政す。つまるところ、構仲争∴ ヒく曖メナ無ぎ
｀
たヽヽ者たちit il第 ∴の鍵

が、真曖 と争に至ら適

“

ξホされるで
｀
あり崚t_ょ う。

キ |′ スト棋縫デ・昌える彼縫備泰のサ|(、 上ィェスゥヾ「ポンティォ・ピ



ラ トのもとlt薔 ヒみを費け、十字 |(つ け られ、月酬tて 募らⅢ …・」と

あり減すが、このローマ鑢督は、 のか番憲なメt格ゆえに、イエス嗜ヾイざ名lt

なる)ス欝|(、 鋭|(民 なから敵:i亀 ぜ ておりました。 ヒナ ヒ、ナザ レのイ

の敵械撃オ |(も なり得ると。耕い わ`エスltは 寛本な饉度で湊 ヒます

く、「私 |(僣 …。お驚争1組オ気する権予撫も、十宇無itつ ける権I乱 もある、とヽ`

うことな曖解 しなヽヽのうヽ」′。

もし、この腱目(、 イエスがピラトに鞣頼 ヒメtな らば、彼はそのとおり|(

イニスの身の書春争爆障することがで
｀
き滅した。|ナ れど

｀
も、イエス1壼 こ

ぅ込春 しまず、「よぅヽら(=イヤうヽ ら)与 えらオヽてt｀ なければ、識 ltも 権籠 11

な、ヽ」と。オ露拳が維で
｀
あれ、ローマ壼働|(対 する風通の億恙嗜〈几嵐″ゼ

なヽ`餓り、最撰 lt処 する権限(1ピ ウト|【 もなヽ`ことは罐う`で'tた 。鑢督

の本おも賞1奮 、訴え静景やすること、ヽ や`、権I風 争奪爆 tて で'も
黙殺する

こと、何事も縄 こらなかっ√このだと。ユダヤ人の氣総れならば、ユダヤ人

働聴ザ勝キlt解決ずればよヽ`、と。

けれど
｀
も栽終的 |(ユ ダヤ人の上策デ政1っ たの信、ひとえ11九 人荼司

アンナスの入れま口魚だったと考えられます。彼は患器のカヤパ lt、 こう

言わゼたので
｀
ず、「一人の者が、スの代わりit几 ぬ|(鑢 したことはない」。

人職ぎ|(な るゝ前に、問嚢 争客れず11処舜:1す るlt赳 したことはなヽ`のは

9-マ ltと →ても閾ビで
｀
した。こうして薄ユ イヽェ、スの命 11奪 わ″響(の で

す。
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:X逍の敲→○敲の敲

:最後の「と」→不姜

:几 ムだゼ→几出ゼ


